
　

葉
山
町
立
図
書
館
壁
面

　

葉
山
町
立
図
書
館
壁
面

に
巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
が

に
巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
が

登
場
し
た

登
場
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
８
月

。
８
月

1212
、
1515
の
２
日
間
、
町

の
２
日
間
、
町

民
の
発
案
に
町
が
協
力

民
の
発
案
に
町
が
協
力

し
、
高
圧
洗
浄
機
と
ス
テ

し
、
高
圧
洗
浄
機
と
ス
テ

ン
シ
ル
（
ア
ク
リ
ル
板
の

ン
シ
ル
（
ア
ク
リ
ル
板
の

型
紙
）
を
使
っ
て
汚
れ
を

型
紙
）
を
使
っ
て
汚
れ
を

落
と
し
な
が
ら
浮
か
び
上

落
と
し
な
が
ら
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
「
リ
バ
ー
ス
・

が
ら
せ
る
「
リ
バ
ー
ス
・

グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」
と
い
う

グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」
と
い
う

新
し
い
手
法
で
、
海
の
生
き

新
し
い
手
法
で
、
海
の
生
き

物
が
壁
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ

物
が
壁
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ

た
。
町
の
壁
面
な
ど
に
ス
プ

た
。
町
の
壁
面
な
ど
に
ス
プ

レ
ー
で
描
か
れ
る
落
書
き
は

レ
ー
で
描
か
れ
る
落
書
き
は

「
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」
と
呼
ば

「
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」
と
呼
ば

れ
、
迷
惑
行
為
と
さ
れ
て
い

れ
、
迷
惑
行
為
と
さ
れ
て
い

る
が
、
汚
れ
を
落
と
す
こ
と

る
が
、
汚
れ
を
落
と
す
こ
と

で
描
く
逆
転
の
発
想
の
リ
バ

で
描
く
逆
転
の
発
想
の
リ
バ

ー
ス
・
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
は
、

ー
ス
・
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
は
、

環
境
問
題
や
平
和
へ
の
メ
ッ

環
境
問
題
や
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
表
現
す
る
も
の
が

セ
ー
ジ
を
表
現
す
る
も
の
が

海
外
で
は
多
く
見
ら
れ
る
。

海
外
で
は
多
く
見
ら
れ
る
。

　

昨
年
か
ら
町
内
の
同
僚
ら

　

昨
年
か
ら
町
内
の
同
僚
ら

と
構
想
を
練
っ
て
い
た
福
田

と
構
想
を
練
っ
て
い
た
福
田

敬
三
さ
ん
（

敬
三
さ
ん
（
4242
）
は
「
こ
の

）
は
「
こ
の

ア
ー
ト
を
葉
山
か
ら
発
信
し

ア
ー
ト
を
葉
山
か
ら
発
信
し

た
い
」
と
今
春
、
町
へ
提

た
い
」
と
今
春
、
町
へ
提

案
。
町
の
理
念
に
も
合
う
取

案
。
町
の
理
念
に
も
合
う
取

り
組
み
と
し
て
政
策
課
と
環

り
組
み
と
し
て
政
策
課
と
環

境
課
が
協
力
し
、
人
の
目
に

境
課
が
協
力
し
、
人
の
目
に

と
ま
り
や
す
い
図
書
館
の
壁

と
ま
り
や
す
い
図
書
館
の
壁

面
が
選
ば
れ
た
。
幅
約

面
が
選
ば
れ
た
。
幅
約
2525

　

ス
ズ
キ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

　

ス
ズ
キ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
鎌

バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
鎌

倉
市
小
袋
谷
・
鈴
木
和
子
主

倉
市
小
袋
谷
・
鈴
木
和
子
主

宰
）
の
第

宰
）
の
第
4545
回
発
表
会
が
７

回
発
表
会
が
７

月
2828
日
鎌
倉
芸
術
館
で
行
わ

日
鎌
倉
芸
術
館
で
行
わ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
バ
レ
エ
の
大
船
・
港
南

　

同
バ
レ
エ
の
大
船
・
港
南

台
ス
タ
ジ
オ
や
カ
ル
チ
ャ
ー

台
ス
タ
ジ
オ
や
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
の
３
歳
か
ら
大
人

セ
ン
タ
ー
の
３
歳
か
ら
大
人

ま
で
の
生
徒
ほ
か
講
師
た
ち

ま
で
の
生
徒
ほ
か
講
師
た
ち

が
出
演
し
、
第
３
部
で
は
、

が
出
演
し
、
第
３
部
で
は
、

昨
年
の
第

昨
年
の
第
3030
回
ヨ
コ
ハ
マ
・

回
ヨ
コ
ハ
マ
・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
ク
ラ

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
シ
ニ
ア
の
部
に
入
賞

シ
ッ
ク
シ
ニ
ア
の
部
に
入
賞

し
た
田
中
理
紗
子
さ
ん
ら
が

し
た
田
中
理
紗
子
さ
ん
ら
が

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
を
踊

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
を
踊

っ
た
。
鈴
木
さ
ん
は
「
子
ど

っ
た
。
鈴
木
さ
ん
は
「
子
ど

も
た
ち
が
バ
レ
エ
で
努
力
す

も
た
ち
が
バ
レ
エ
で
努
力
す

る
こ
と
が
将
来
、
あ
ら
ゆ
る

る
こ
と
が
将
来
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
プ
ラ
ス
に
つ
な
が
っ
て

面
で
プ
ラ
ス
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
う
」
と
話
し
て
い

い
く
と
思
う
」
と
話
し
て
い

た
。
問
い
合
わ
せ
大
船
ス
タ

た
。
問
い
合
わ
せ
大
船
ス
タ

ジ
オ
☎
０
４
６
７
・

ジ
オ
☎
０
４
６
７
・
4747
・
４
・
４

３
４
３

３
４
３

か
に
短
い
間
に
地
球
の
環
境

か
に
短
い
間
に
地
球
の
環
境

を
変
え
て
し
ま
っ
た
か
を
体

を
変
え
て
し
ま
っ
た
か
を
体

感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
樹

感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
樹

木
の
模
様
に
「
顔
」
を
見
つ

木
の
模
様
に
「
顔
」
を
見
つ

け
る
遊
び
、
富
良
野
で
の
植

け
る
遊
び
、
富
良
野
で
の
植

林
に
使
う
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の

林
に
使
う
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の

植
木
鉢
作
り
な
ど
で
、
自
然

植
木
鉢
作
り
な
ど
で
、
自
然

を
守
る
心
を
学
ん
だ
。

を
守
る
心
を
学
ん
だ
。  （
Ｋ
）
（
Ｋ
）

　

地
面
か
ら
高
さ

　

地
面
か
ら
高
さ
7070
㌢
ほ
ど

㌢
ほ
ど

の
太
い
茎
を
直
立
さ
せ
て
、

の
太
い
茎
を
直
立
さ
せ
て
、

そ
の
先
端
に
直
径
約

そ
の
先
端
に
直
径
約
3030
㌢
の
㌢
の

大
き
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ

大
き
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ

る
「
る
「
地チ

ユ
ウ
キ
ン
レ
ン

チ
ユ
ウ
キ
ン
レ
ン

湧
金
蓮

湧
金
蓮
」
＝
写
真
は

＝
写
真
は

光
照
寺

光
照
寺
。
地
面
か
ら
湧
い
て

。
地
面
か
ら
湧
い
て

き
た
金
色
の
ハ
ス
の
よ
う
な

き
た
金
色
の
ハ
ス
の
よ
う
な

の
で
名
づ
け
ら
れ
た
。

の
で
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

バ
シ
ョ
ウ
科
ム
セ
ラ
属
の

　

バ
シ
ョ
ウ
科
ム
セ
ラ
属
の

亜
熱
帯
性
の
植
物
で
、
中
国

亜
熱
帯
性
の
植
物
で
、
中
国

雲
南
省
原
産
。
別
名
「
チ
ャ

雲
南
省
原
産
。
別
名
「
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
・
イ
エ
ロ
ー
・
バ

イ
ニ
ー
ズ
・
イ
エ
ロ
ー
・
バ

ナ
ナ
」
と
言
わ
れ
る
。

ナ
ナ
」
と
言
わ
れ
る
。

　

花
の
よ
う
に
見
え
る
の
は

　

花
の
よ
う
に
見
え
る
の
は

苞ほ
う
ほ
う

と
呼
ば
れ
る
花
弁
状
の
葉

と
呼
ば
れ
る
花
弁
状
の
葉

で
、
花
は
苞
の
付
け
根
に
２

で
、
花
は
苞
の
付
け
根
に
２

㌢
ほ
ど
の
長
さ
で
多
数
つ
い

㌢
ほ
ど
の
長
さ
で
多
数
つ
い

て
、
白
い
め
し
べ
を
５
、
６

て
、
白
い
め
し
べ
を
５
、
６

本
の
雄
し
べ
が
囲
む
。
花
の

本
の
雄
し
べ
が
囲
む
。
花
の

間
を
ア
リ
が
行
き
来
し
て
い

間
を
ア
リ
が
行
き
来
し
て
い

た
の
で
蜜
が
あ
る
か
と
な
め

た
の
で
蜜
が
あ
る
か
と
な
め

て
み
た
が
、
苦
か
っ
た
。

て
み
た
が
、
苦
か
っ
た
。

　

葉
は
長
楕
円
形
で
長
さ

　

葉
は
長
楕
円
形
で
長
さ
8080

〜
9090
㌢
、
花
の
下
に
数
枚
つ

㌢
、
花
の
下
に
数
枚
つ

い
て
い
る
が
、
冬
は
枯
れ
て

い
て
い
る
が
、
冬
は
枯
れ
て

な
く
な
る
。

な
く
な
る
。

　

「
こ
の
花
は
長
期
観
賞
で

　

「
こ
の
花
は
長
期
観
賞
で

き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
見

き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
見

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

寺
で
は
話
し
て
い
る
。

寺
で
は
話
し
て
い
る
。

　

今
年
３
月
か
ら
土
日
限
定

　

今
年
３
月
か
ら
土
日
限
定

で
開
放
さ
れ
て
い
る
池
子
の

で
開
放
さ
れ
て
い
る
池
子
の

森
自
然
公
園
の
緑
地
エ
リ
ア

森
自
然
公
園
の
緑
地
エ
リ
ア

で
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い

で
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
し
て
も
ら
い
た

ろ
な
体
験
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
、
逗
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

い
と
、
逗
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
菊
池
尚
会
長
・
会
員

ラ
ブ
（
菊
池
尚
会
長
・
会
員

5151
人
）
は
「
池
子
の
森
か
ら

人
）
は
「
池
子
の
森
か
ら

地
球
の
道
へ
」
と
題
し
た
自

地
球
の
道
へ
」
と
題
し
た
自

然
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
８
月

然
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
８
月

1919
日
に
開
催
し
た

日
に
開
催
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

市
と
共
催
し
た
同
ク
ラ
ブ
創

市
と
共
催
し
た
同
ク
ラ
ブ
創

立
5555
周
年
記
念
事
業
で
、
特

周
年
記
念
事
業
で
、
特

別
に
平
日
の
入
園
が
許
可
さ

別
に
平
日
の
入
園
が
許
可
さ

れ
た
市
内
の
小
学
生
と
保
護

れ
た
市
内
の
小
学
生
と
保
護

者
約
１
２
０
人
が
参
加
。

者
約
１
２
０
人
が
参
加
。

　

北
海
道
か
ら
富
良
野
自
然

　

北
海
道
か
ら
富
良
野
自
然

塾
（
倉
本
聰
塾
長
）
の
イ
ン

塾
（
倉
本
聰
塾
長
）
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
き
、
地

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
き
、
地

球
4646
億
年
の
歴
史
を
４
６
０

億
年
の
歴
史
を
４
６
０

ｍ
の
長
さ
に
例
え
た
コ
ー
ス

ｍ
の
長
さ
に
例
え
た
コ
ー
ス

で
歩
き
な
が
ら
、
人
間
が
い

で
歩
き
な
が
ら
、
人
間
が
い

た
」
と
感
想
を
述
べ
、
「
ボ

た
」
と
感
想
を
述
べ
、
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
あ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
あ

た
た
か
な
心
を
忘
れ
な
い
」

た
た
か
な
心
を
忘
れ
な
い
」

と
双
葉
町
の
教
員
が
代
表
で

と
双
葉
町
の
教
員
が
代
表
で

挨
拶
し
た
。
町
民
全
員
か
ら

挨
拶
し
た
。
町
民
全
員
か
ら

お
礼
に
町
民
の
歌
の
披
露
が

お
礼
に
町
民
の
歌
の
披
露
が

あ
り
、「
故
郷
」
を
歌
い
な
が

あ
り
、「
故
郷
」
を
歌
い
な
が

ら
涙
ぐ
む
参
加
者
も
。

ら
涙
ぐ
む
参
加
者
も
。

　

斉
藤
代
表
は
「
ま
だ
ま
だ

　

斉
藤
代
表
は
「
ま
だ
ま
だ

苦
し
ん
で
い
る
人
が
大
勢
い

苦
し
ん
で
い
る
人
が
大
勢
い

る
の
で
今
後
も
支
援
を
続
け

る
の
で
今
後
も
支
援
を
続
け

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

を
鎌
倉
に
招
く
「
建
長
寺
で

を
鎌
倉
に
招
く
「
建
長
寺
で

会
い
ま
し
ょ
う
！
」
の
催
し

会
い
ま
し
ょ
う
！
」
の
催
し

が
、
７
月

が
、
７
月
3030
日
か
ら
３
泊
４

日
か
ら
３
泊
４

日
で
開
か
れ
、
福
島
県
双
葉

日
で
開
か
れ
、
福
島
県
双
葉

町
な
ど
福
島
県
内
か
ら
１
０

町
な
ど
福
島
県
内
か
ら
１
０

８
人
が
参
加
し
た

８
人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

子
ど
も
た
ち
の
幸
福
を
願

　

子
ど
も
た
ち
の
幸
福
を
願

っ
て
活
動
し
て
い
る
「
未
来

っ
て
活
動
し
て
い
る
「
未
来

・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
齊
藤
美
代
子
代
表
）
の
主

（
齊
藤
美
代
子
代
表
）
の
主

催
で
今
年
で
６
回
目
。

催
で
今
年
で
６
回
目
。

　

福
島
か
ら
２
台
の
バ
ス
で

　

福
島
か
ら
２
台
の
バ
ス
で

き
た
参
加
者
た
ち
は
、
円
覚

き
た
参
加
者
た
ち
は
、
円
覚

寺
や
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下
教

寺
や
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下
教

会
、
新
江
ノ
島
水
族
館
や
鎌

会
、
新
江
ノ
島
水
族
館
や
鎌

倉
大
仏
な
ど
を
観
光
し
、
夜

倉
大
仏
な
ど
を
観
光
し
、
夜

は
宿
泊
先
の
建
長
寺
で
の
歓

は
宿
泊
先
の
建
長
寺
で
の
歓

迎
会
、
交
流
会
を
楽
し
ん

迎
会
、
交
流
会
を
楽
し
ん

だ
。
観
光
や
食
事
づ
く
り
、

だ
。
観
光
や
食
事
づ
く
り
、

生
活
の
世
話
な
ど
、
中

生
活
の
世
話
な
ど
、
中

高
生
、
大
学
生
、
主

高
生
、
大
学
生
、
主

婦
、
医
師
や
演
奏
家
ら

婦
、
医
師
や
演
奏
家
ら

総
勢
約
２
２
０
人
の
ボ

総
勢
約
２
２
０
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し

た
。
最
終
日
の
夜
の
交

た
。
最
終
日
の
夜
の
交

流
会
で
は
、
子
ど
も
た

流
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
「
海
で
遊
ん
だ

ち
が
「
海
で
遊
ん
だ

り
、
水
族
館
に
行
っ

り
、
水
族
館
に
行
っ

た
り
し
て
楽
し
か
っ

た
り
し
て
楽
し
か
っ

ｍ
、
高
さ
約
３
ｍ
の
壁
面
に

ｍ
、
高
さ
約
３
ｍ
の
壁
面
に

は
「
本
か
ら
飛
び
出
し
た
海

は
「
本
か
ら
飛
び
出
し
た
海

の
生
き
物
」
を
テ
ー
マ
に
大

の
生
き
物
」
を
テ
ー
マ
に
大

き
な
ク
ジ
ラ
と
魚
、
両
端
に

き
な
ク
ジ
ラ
と
魚
、
両
端
に

は
町
章
が
描
か
れ
、
通
行
人

は
町
章
が
描
か
れ
、
通
行
人

に
も
好
評
だ
っ
た
。（
Ｋ
）

に
も
好
評
だ
っ
た
。（
Ｋ
）

大
ら
か
に
咲
く
チ
ユ
ウ
キ
ン
レ
ン

大
ら
か
に
咲
く
チ
ユ
ウ
キ
ン
レ
ン 145145

文　
　

小
林
千
穂

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

写
真　

松
原
省
吾

葉
山
図
書
館
壁
面
に
ア
ー
ト
作
品
登
場

福
島
の
被
災
者
を
鎌
倉
に
招
待

未
来
・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

池
子
の
森
で

池
子
の
森
で

自
然
体
験
！

自
然
体
験
！

逗
子
Ｒ
Ｃ

逗
子
Ｒ
Ｃ
5555
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

汚
れ
落
と
し
て
描
く
落
書
き

汚
れ
落
と
し
て
描
く
落
書
き

３歳児からプロ３歳児からプロ
のダンサーまでダンサーまで
スズキ・バレエ発表会スズキ・バレエ発表会

華麗な舞台を披露華麗な舞台を披露

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１６年（平成２８年）９月１日 第450号 1部　108円 （８）


